
年度 2009  学期 後期 曜日・校時        火４ 必修選択 選択 単位数  2 

授業科目/(英語名) 人間の科学（科学技術と学校教育） 
Human Sciences (Science, Technology and Education) 

対象年次 1・2 年次 講義形態 講義 教室  

対象学生(クラス等)             全学部 科目分類 人間科学科目 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 
担当教員：山路裕昭  /Ｅﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：yamaji@nagasaki-u.ac.jp   /研究室：教育学部４１５号室   /TEL：095-819-2339   
/オフィスアワー：火曜日１０：３０～１２：００，１３：００～１４：００ 

担当教員(オム
ニバス科目等) 

 
 

授業のねらい/授業方法（学習指導法）/授業到達目標  
授業のねらい：科学技術の発達と人間社会や文化，人間のものの見方・考え方等との関連について理解し，科学技術の発達に

対する自らの考えを持つこと。 
授業方法：講義とともに，適宜課題を与え，それに基づく発表や討論を行う。 
授業到達目標： 
○人間の文化や社会の在り方，人間のものの見方・考え方などが科学技術の発達に与えた影響例を学校教育にかかわって具

体的に示すことができる。 
○科学技術の発達が人間社会の在り方や文化，学校教育，人間のものの見方・考え方に与えた影響例を学校教育にかかわっ

て具体的に示すことができる。 
○科学技術の発達に対して，自分の考えを持つことができる。 
○主体的に調べ，適切に表現し，積極的に討論に参加することができる。 

授業内容(概要) /授業内容(毎週毎の授業内容を含む)   
授業内容（概要）：産業革命，工業化社会，脱工業化社会，そして高度情報化社会等における学校教育を概観しつつ，科学技
術の発達や社会，経済からの要求が教育や人間のものの見方・考え方に与えた影響を具体的に検討する。さらに，自然環境
保全，科学技術の在り方，現代社会とエネルギー利用，生命倫理の問題等を取り上げ，教育においてどのような対応がなされ
ようとしてきたかを見る。 

第１回：オリエンテーション－授業の目標と今後の計画- 
第２回：産業革命と学校－庶民のための学校－ 
第３回：  同 上    －実用と教養－ 
第４回：工業化社会の発展と学校－大量消費と知識詰め込み教育－ 
第５回：戦争と学校－第二次大戦中の教育－ 
第６回：脱工業化社会と学校－個性化と情報化－ 
第７回：  同上 
第８回：高度情報化社会と教育－ＩＴ革命と教育－ 
第９回：  同 上        －情報モラル－ 
第１０回：国際化社会と学校－国際化と国際理解教育－ 
第１１回：環境，エネルギー問題と学校－環境教育とエネルギー教育－ 
第１２回：生命倫理と学校－クローンと命の教育－ 
第１３回：総合的な学習とクロスカリキュラム 
第１４回：科学，技術，社会と教育 
第１５回：科学技術と私たち－まとめ－ 
 

キーワード  

教科書・教材・参考書 
 
 
 

適宜，教材用のプリントを配布する。 
 

成績評価の方法・基
準等 

最終試験（５０％），課題に対するレポート（２５％），授業への参加（討論等）の状況（２５％） 
内容的には次の通り 
・ 人間の文化や社会の在り方，人間のものの見方・考え方などが科学技術の発達に与えた影響例を

学校教育にかかわって具体的に示すことができる。（３０％） 
・ 科学技術の発達が人間社会の在り方や文化，学校教育，人間のものの見方・考え方に与えた影響

例を学校教育にかかわって具体的に示すことができる。（３０％） 
・ 科学技術の発達に対して，自分の考えを述べることができる。（２０％） 
・ 主体的に調べ，適切に表現し，積極的に討論に参加することができる。（２０％） 

受講要件(履修条件)  
 

本科目の位置づけ 
/学習・教育目標 

 
 

備考(準備学習等)  
 

 


